
公表日：　　2022年　　12月　　27日 事業所名：創伸館　放課後デイ　名神

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の意見 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1

利用定員に応じた指導訓練室等ス
ペースの十分な確保

整理整頓をし、利用者に不便がないように心
がけている。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・机で勉強するスペース、
遊ぶ広いスペースに分かれ
ていてとても良いと思う。

活動スペースを維持しながら、安全面にも維
持していきたい。

2

職員の適切な配置 常勤４名、児童指導員１名体制で運営してい
る。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・宿題をいつも指導員が付
いてみてくれるので、あり
がたい。

Instagram等を通し、普段の関わりを発信し
ている。

3

本人にわかりやすい構造、バリアフ
リー化、情報伝達等に配慮した環境
など障害の特性に応じた設備整備

一目でわかるように、靴を脱ぐ場所で色を変
える。
お知らせは、大きなホワイトボードや通信な
どを用いて対応している。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・子どもが迷うことなく教
室やトイレを利用できてい
る。

貼り紙をし、低学年の子にもわかるようにし
ている。

4

清潔で、心地よく過ごせ、子ども達
の活動に合わせた生活空間の確保

日々の清掃・整理整頓
コロナ禍での消毒

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・子どもがとても居心地が
良いと感じている。特に遊
び部屋がお気に入りで、走
り回って暑いからいつも半
袖で行くと言っている。

子どもたちも日々の清掃に参加し、物を大切
にするように心がけるように伝えている。

1

業務改善を進めるためのPDCAサイク
ル（目標設定と振り返り）への職員
の積極的な参画

普段からの利用者についての情報交換・伝達
を行い、支援者が情報を共有するように心が
けている。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

時間を決めて情報交換していなかったので、
時間・項目を決めてミーティングをする。
個々の仕事分担を明確化した。

2

第三者による外部評価を活用した業
務改善の実施

実施していない。 はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

現在、予定していない。

3

職員の資質の向上を行うための研修
機会の確保

職員同士での勉強会や、外部・内部研修を行
い資質の向上を図っている。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

コロナが終息すれば、より外部研修にも参加
する予定である。

1

アセスメントを適切に行い、子ども
と保護者のニーズや課題を客観的に
分析した上での児童発達支援計画又
は放課後等デイサービス計画の作成

普段の利用者の様子を踏まえ、利用者とのア
セスメントを行い、個別支援計画を作成して
いる。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・相談員がサービス計画を
作成してくれている。

今後も情勢を見ながらモニタリングを実施し
ていく。

2

子どもの状況に応じ、かつ個別活動
と集団活動を適宜組み合わせた児童
発達支援又は放課後等デイサービス
計画の作成

それぞれの利用時間を考えながら、どの子で
も意欲的に参加できるよう心掛けて、できる
だけ集団支援に力を入れている。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

その都度その子に会ったアドバイスを心掛け
ているが、上手くいったものや計画通りいか
なかったものをスタッフで共有しながら次回
以降につなげていく。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援
に必要な項目の設定及び具体的な支
援内容の記載

週間単位でバランスよく支援ができるように
設定している。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

支援計画に基づき、天候・人数・時間を考
え、その日その時にベストな支援とスタッフ
で確認しながら支援をしていきたい。

4

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の
実施

急な欠席以外は、ほぼ計画通り支援を実施し
ている。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・いつも様々な催し物を考
えてくれているため、楽し
んで通えている。

利用者の様子は常に気にしているので、計
画・予定は変更する場合があるが、個別支援
計画から外れないように気を付けている。

5

チーム全体での活動プログラムの立
案

どのプログラムも事前に確認し、新しいプロ
グラムをするときは、一度スタッフで実践し
てみて協議する。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

新しいスタッフも増えてきているので、新し
いイベントも多く取り入れている。

6

平日、休日、長期休暇に応じたきめ
細やかな支援

事前に計画を立てているので、その時にしか
できないことをするようにしている。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

イベントだけでなく、日々の支援もレパート
リーを増やしたい。

7

活動プログラムが固定化しないよう
な工夫の実施

固定した方がよいものもあるが、できるだ
け、曜日を変える、回数を変える等気を付け
ている。

はい：6
どちらとも：1
いいえ：
わからない：

・その時に応じて対応し
て、話を聞いてくださって
いる。

今後も継続して行っていき、各スタッフがス
キルアップしていきたい。

8

支援開始前における職員間でその日
の支援内容や役割分担についての確
認の徹底

集団支援を主に役割分担を確認している。 はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

必要・不要の業務を仕分けしたい。

9

支援終了後における職員間でその日
行われた支援の振り返りと気付いた
点などの情報の共有化

支援終了後、短時間であるが、問題点、良
かった点、気になった点の情報共有をしてい
る。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

当日、翌日、支援日の共有する内容の確認を
行う。

10

日々の支援に関しての正確な記録の
徹底や、支援の検証・改善の継続実
施

その日にうちに細かな記録をしている。改善
点等はその日のうちから話し合っている。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

今後も継続して細かな記録や改善点等の話し
合いを行っていく。

11

定期的なモニタリングの実施及び児
童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画の見直し

日々の様子から、最終の1か月をかけて、次
回の個別支援計画を作成している。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

普段の会話を大切に、支援計画・支援につな
げていく。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の意見 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1

子どもの状況に精通した最もふさわ
しい者による障害児相談支援事業所
のサービス担当者会議への参画

相談支援事業者からの呼びかけで、ケース会
議に参加している。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

今後もケース会議にはできる限り参加する。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携した支
援の実施

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と
連絡体制の整備

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

4

児童発達支援事業所からの円滑な移
行支援のため、保育所や認定こども
園、幼稚園、小学校、特別支援学校
（小学部）等との間での支援内容等
の十分な情報共有

学校へ訪問したり、担任が当施設に来たりし
ながら情報共有をしている。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

今後も学校をはじめ関係機関との連携を進め
ていきたい。

5

放課後等デイサービスからの円滑な
移行支援のため、学校を卒業後、障
害福祉サービス事業所等に対するそ
れまでの支援内容等についての十分
な情報提供

学校との連携は常に行っているが、当施設か
ら申し渡すことはまだケースがない。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

保護者について、学校に当施設での様子を伝
えに行くことがあった。

6

児童発達支援センターや発達障害者
支援センター等の専門機関と連携
や、専門機関での研修の受講の促進

コロナ禍のため、参加はしていない。 はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

必要と感じた研修については積極的に参加す
る。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定
こども園、幼稚園等との交流や、放
課後等デイサービスの場合の放課後
児童クラブや児童館との交流など、
障害のない子どもと活動する機会の
提供

併設している放課後児童クラブとイベントを
通して活動交流している。

はい：6
どちらとも：
いいえ：
わからない：1

・児童ホームが併設されて
いるため、交流できてい
る。

今後もう少し回数・機会を増やしたい。

8

事業所の行事への地域住民の招待な
ど地域に開かれた事業の運営

コロナ禍のため、参加はしていない。 はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

世情を見ながら参加するようにしたい。

1

支援の内容、利用者負担等について
の丁寧な説明

毎回の説明はしていない。
初回の契約時に説明後、変更のある時に説
明。

はい：13
どちらとも：
いいえ：
わからない：1

・利用開始時に説明がなさ
れていた。

変更時、面談時に、説明をする。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内
容の丁寧な説明

大幅な変更がある時、普段から利用者の様子
を写真をメールしている。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・個人面談時に説明があっ
た。

変更時、面談時に、説明をする。

3

保護者の対応力の向上を図る観点か
ら、保護者に対するペアレント･ト
レーニング等の支援の実施

前回から全く進んでいない。対応を聞かれる
と答えているが、支援者からの発信はできて
いない。

はい：5
どちらとも：1
いいえ：
わからない：1

・指導員や相談員が一緒に
子どものことを考えてくれ
ている。子どもへの対応の
仕方は今後の課題だと感じ
ている。

年2回の面談、普段の連絡から必要と感じた
場合は、書籍などを使用し伝えるようにす
る。

4

子どもの発達の状況や課題につい
て、日頃から保護者との共通理解の
徹底

気が付いたことがあり、保護者への連絡が必
要と判断したときに報告している。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・学校の様子について、今
後、学校側と直接話しても
らう機会がある。

利用者の様子に気を付けて観察し、何かあれ
ば必要に応じて連絡・報告する。

5

保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談への適切な対応と必要な助言
の実施

その都度行っている。 はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・本当に助かっている。 任せていただいていることに責任を感じ、
日々利用者と接しているので、お互いに成長
を願い、意見交換している。

6

父母の会の活動の支援や、保護者会
の開催による保護者同士の連携支援

父母会は実施していない。 はい：3
どちらとも：
いいえ：
わからない：4

・利用して間もないのでわ
からない。
・なくてもいいと思う。

父母会は予定していない、各家庭別に懇談会
を実施。

7

子どもや保護者からの苦情に対する
対応体制整備や、子どもや保護者に
周知及び苦情があった場合の迅速か
つ適切な対応

苦情に限らず、問題があったと判断したとき
には速やかに連絡し、面談の場を設定する。

はい：5
どちらとも：
いいえ：
わからない：2

・まだこのような状況に
なったことがない。

普段の連絡にLINEを使い、素早く対応できる
ようにしている。

8

障害のある子どもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のための配慮

日々の連絡は、メール・電話・面談の順で必
要に応じて情報伝達している。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

対応はできるだけ速やかにしていきたい。

9

定期的な会報等の発行、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報につい
ての子どもや保護者への発信

毎月月末にその月の出来事や、翌月の目標等
を通信としてお知らせしている。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・Instagram, Twitter等で
いろんな発信がされてお
り、いつも楽しみにしてい
る。

普段の様子をリアルタイムでお知らせするた
めに、Instagram、グーグルマイビジネス等
ＳＮＳ発信をしている。

10

個人情報の取扱いに対する十分な対
応

鍵のついた書庫で管理している。 はい：6
どちらとも：
いいえ：
わからない：1

・Instagramなどで子ども
の顔を隠すなど配慮されて
いる。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の意見 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアルの策定
と、職員や保護者への周知徹底

簡素化したものを重要事項説明書に載せてい
る。
職員間では、毎月実施している。

はい：6
どちらとも：
いいえ：
わからない：1

・契約時に説明があった。
また、重要事項説明書にも
記載がある。

チャートマニュアルを作成した。

2

非常災害の発生に備えた、定期的に
避難、救出その他必要な訓練の実施

スタッフミーティングの際に確認している。
長期休暇の時間に余裕がある時に実施予定。

はい：4
どちらとも：
いいえ：
わからない：3

防災マップ・災害時の連絡系統・コロナ対応
などを目に入る場所に貼っている。

3

虐待を防止するための職員研修機の
確保等の適切な対応

普段から施設の方針の確認はしている。 はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

新規スタッフ面談時にも確認する。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合にお
ける組織的な決定と、子どもや保護
者に事前に十分に説明・了解を得た
上での児童発達支援計画又は放課後
等デイサービス計画への記載

契約時必ず説明をしている。
現在まで該当者はいない。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

契約時、面談時に確認する。

5

食物アレルギーのある子どもに対す
る医師の指示書に基づく適切な対応

利用開始時にアレルギーの報告をもらってい
る。

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

アレルギー一覧を作成する。

6

ヒヤリハット事例集の作成及び事業
所内での共有の徹底

二度繰り返さないように、報告書の作成をし
ている。
今年、該当0件

はい：
どちらとも：
いいえ：
わからない：

今後もヒヤリハット0件を目標にしている。

1

子どもは通所を楽しみにしているか イベントを多く企画し、曜日をずらして、み
んなが参加できるように考えている。

はい：6
どちらとも：1
いいえ：
わからない：

・見学時に遊んだおもちゃ
がお気に入りで喜んで通っ
ている。

利用者の満足度を一番に考えている。

2

事業所の支援に満足しているか イベント後は、スタッフ間で次回のための振
り返りをしている。

はい：7
どちらとも：
いいえ：
わからない：

・勉強だけでなく遊びも充
実していてとても魅力的に
感じている。

クレーム0件を目標にしている。
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